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町の人口と世帯数

|;｣総人口

世帯数3，695

(S51.12.31現在）
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P

や

無
料
で
屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

て
通
路
の
除
雪
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

雄
根
の
雪
お
ろ
し
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
生
活
保
護
家
庭
に
は
、
町
の
助
成
に
よ
り

生
課
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

人
家
の
被
樗
も
で
て
い
ま
す
。
町

ん
で
い
ま
す
。
職
後
一

っ
て
い
ま
す
の
で
、

近
年
に
な
い
大
雪
が
金
木
町
を
ス
ッ
ポ
リ
と
つ

｣

L
希
望
者
は
民
生
委
員
か
役
場
民

～
二
番
の
大
雪
だ
と
い
わ
れ

で
は
全
力
を
あ
げ 一つ



llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

昭和52年
xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

蕊
×××xxxxxxxxxxxxxXxxxxxxxxx
xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx×xxxx×

ノ一

1

ぐ．〉
xxxxX
Xxxxx
xxxxx

昭
和
五
十
二
年
度
年
頭
に
当
り
、
金

木
町
民
益
々
の
御
繁
栄
を
願
い
、
商
工

街
の
賑
わ
い
と
豊
作
を
祈
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
四
月
町
長
就
任
、
以

来
早
や
三
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
今
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
に
、

こ
の
間
の
金
木
町
の
苦
悩
は
采
舌
に
尽

く
し
得
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
川
倉
蕊
地
公
閲
（
五
反
歩
）
紛
争

②
中
央
公
民
館
、
喜
良
市
小
学
校
建

投
饗
ス
ラ
イ
ド
要
求
紛
争
。

③
県
下
町
村
中
岐
大
の
赤
字
と
財
政

窮
迫
。
職
貝
定
数
削
減
。

④
告
発
騒
ぎ
の
中
で
の
町
史
上
最
大

町
議
会
議
長

野
宮
雄
造

昭
和
五
十
二
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

町
鍍
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
、
希
望
あ
ふ
れ
た
新
春
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
町
民
各
位
の
ご
清
福
と

ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。わ
た
く
し
は
、
昨
年
三
月
第
九
十
三
回

臨
時
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
図
ら
ず

も
議
長
の
要
職
に
つ
き
、
そ
の
重
寅
を

痛
感
し
、
新
た
な
決
意
を
も
ち
、
議
員

一
同
微
力
な
が
ら
、
円
滑
な
議
会
運
儲

と
町
政
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
懸
命

の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
っ
た
つ
も
り

で
あ
り
ま
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
大
過
な
く
新
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ひ
と
え
に
町
《
各
位
の
ご
支
援
と
ご
協

金
木
町
長

大
橋
忠
勝

力
の
賜
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
の
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
願
り
み
ま
す
と
、
内
外

と
も
に
多
事
多
難
の
年
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

国
外
に
お
い
て
は
、
米
、
中
二
大
国
の

指
導
者
の
交
代
、
又
、
国
内
に
お
い
て

も
ロ
ッ
キ
ー
ド
覗
件
で
明
け
幕
れ
し
た

国
政
は
、
任
期
満
了
に
よ
る
衆
議
院
総

選
挙
、
そ
し
て
、
政
権
の
交
代
と
、
慌

し
さ
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。

又
、
昨
年
は
、
異
常
低
温
に
よ
り
典
作

物
は
未
曾
有
の
冷
孵
に
見
舞
わ
れ
、
六

十
有
余
年
ぶ
り
の
大
凶
作
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
幾

家
の
方
々
の
卓
越
し
た
稲
作
符
理
と
関

係
機
関
の
献
身
的
な
啓
蒙
活
動
に
よ
り

被
審
を
鹸
少
限
度
に
食
い
止
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
と

と
も
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
衷
心

よ
り
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

事
業
で
あ
る
上
水
道
工
事
の
促
進

⑤
土
地
開
発
公
社
取
得
用
地
に
係
わ

る
告
発
と
訴
訟
。

竿
に
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

関
係
各
位
の
格
別
な
る
御
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
段
衷
心
よ
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

五
十
二
年
新
春
に
際
し
、
先
ず
は
赤

字
完
全
解
消
の
上
、
満
帆
を
掲
げ
新
し

い
町
づ
く
り
に
前
進
致
す
決
意
で
あ
り

ま
す
。
只
一
筋
、
こ
の
た
び
の
金
木
郷

土
史
に
あ
る
如
く
、
誇
り
と
由
緒
あ
る

こ
の
金
木
町
の
為
に
、
全
身
全
謹
を
こ

め
て
努
力
致
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

私
は
本
年
度
次
の
事
柄
（
土
木
・
建

役
関
係
）
に
努
め
ま
す
。

一
、
建
設
事
業
に
つ
い
て

川
老
人
憩
い
の
家
（
蒔
田
地
区
）
建
投

③
町
営
住
宅
三
十
戸
）

側
給
食
セ
ン
タ
ー
（
施
没
）
建
設
促
進

㈲
金
木
中
学
校
、
金
木
小
学
校
、
蒔
田

小
学
校
、
幼
児
教
育
施
没
整
備
計
画

樹
立
。

⑤
五
所
川
原
以
北
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
組
合
立
金
木
病
院
改
築
の
促
進

⑥
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
ｌ
ジ
ャ
ン
プ
、
リ

フ
ト
施
投
の
建
投
。

二
、
土
木
事
業
に
つ
い
て

、
金
木
～
脊
森
通
路
の
轤
姉
・
舗
装
化

促
進
。

⑧
小
田
川
改
修
促
進
。

側
大
東
ヶ
丘
線
道
路
ｌ
部
落
入
川
ま

で
進
捗
。

⑩
芦
和
線
道
路
ｌ
金
木
中
学
校
～
Ｍ

競
馬
場
～
大
東
ヶ
丘
道
路
の
進
捗
。

伽
嘉
瀬
謬
ハ
イ
・
ハ
ス
充
成
促
進
。

我
が
金
木
町
は
、
丑
い
間
の
夢
で
あ
っ

た
上
水
道
蛎
業
が
お
蔭
様
を
も
っ
て
定

成
し
、
腱
免
道
路
、
町
通
稚
伽
聯
業
等

が
継
続
事
業
と
し
て
行
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
、
金
木
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
、
老
人
福
祉
施
没
の
建
役
等
、

問
題
が
山
菰
み
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
体
は
名
実
と
も

に
内
政
の
要
と
な
っ
て
盤
か
な
地
域
社

会
の
建
設
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
義
務
が
負
わ
さ
れ
て
お
り
、
又
、

雛
決
機
関
た
る
我
々
町
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
本
年
も
終
始
公
正
に
町
民

の
信
託
に
応
え
、
町
政
の
諸
問
題
を
恢

政
に
審
議
し
、
町
民
各
位
の
期
待
に
叛

か
な
い
よ
う
努
力
す
る
決
意
で
あ
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご

指
導
、
ご
鞭
捷
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。ケー

⑫
藤
枝
地
区
道
路
舗
装
化
策
定
。

⑬
赤
坂
～
湯
の
川
（
藤
枝
寄
り
）
ゞ
ハ
イ
恥

パ
ス
建
設
の
策
定
（
陳
情
）

叫
中
柏
木
～
五
所
川
原
道
路
舗
装
化
の
州

促
進
（
陳
怖
）

⑮
腱
免
道
路
に
つ
い
て
１
審
の
川
原
岬

か
ら
の
橘
梁
建
設
、
川
倉
小
～
奏
の
州

川
原
～
浦
町
↓
本
町
入
り
の
策
定
。
岬

個
町
道
舗
装
の
充
実
。

三
、
太
宰
の
町
づ
く
り

⑰
太
宰
蜜
料
館
趣
投
。

⑱
小
田
川
ダ
ム
を
含
む
観
光
ル
ー
ト
の
州

確
立
、
宜
伝
と
観
光
施
投
建
投
の
策
州

定
。

⑬
民
循
の
開
発
、
湿
泉
の
あ
る
町
づ
く
》

堀
川
″
、

⑳
街
路
の
拡
巾
ｌ
門
地
買
収
・
側
溝
州

轆
伽
・
泄
柱
移
転
。

四
、
芦
野
公
園
と
妻
の
川
朧

創
岬
の
対
岸
取
得
（
昨
年
度
計
画
の
半
岬

分
程
取
得
完
了
）
。

四
霧
の
川
脱
ま
で
の
遊
歩
道
策
定
。
一

㈲
園
内
鵬
住
家
の
移
転
と
跡
地
の
造
閲
一

化
。
瞳

副
猿
山
の
造
成
。

四
水
呑
場
・
キ
ャ
ン
プ
場
開
没
。

四
講
中
に
よ
る
審
の
川
脈
大
本
堆
建
没
岬

促
進
。

勧
蕊
地
公
剛
の
完
成
。

五
、
盤
か
な
町
づ
く
り
の
動

四
男
子
雇
用
剛
企
業
の
沸
致
運
勤
。

倒
弘
大
腱
学
部
用
地
の
返
戻
促
進
ｌ
‐

総
合
グ
ラ
ン
ド
・
野
球
場
・
町
民
体
岬

育
館
・
商
工
会
館
等
建
投
運
動
。

”
金
木
職
業
訓
練
所
充
実
の
運
励
。

4ヨ■TI T
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十
一
月
二
十
日
、
金
木
共
川
商
等
職
南
中
学
校
で
無
料
修
理
を
し
て
、
関
係

業
川
練
校
で
は
、
金
木
中
学
校
・
金
木
者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
、
佐
織
県
で
行
わ
れ
た

鋪
十
二
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
お
い
て
、
小
野
光
子
さ
ん
（
金

木
町
役
場
勤
務
）
が
県
代
表
で
出
場
し

み
ご
と
金
メ
ダ
ル
二
個
を
極
得
し
ま
し

た
。
小
野
さ
ん
は
、
昨
年
五
月
、
全
国

蕊小
野
光
子
さ
ん

堂
々
金
メ

訓
練
校
の
み
な
さ
ん

あ
り
が
と
ゞ
フ

金
木
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

（
小
野
光
子
さ
ん
）

金
メ
ダ
ル

２
個
獲

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
西
北
五

地
区
予
選
で
、
六
○
断
競
争
と
立
幅
飛

び
に
出
場
し
、
と
も
に
一
位
を
取
り
、

ま
た
、
八
月
、
青
森
で
開
催
さ
れ
た
県

大
会
で
も
同
じ
く
、
一
位
を
猶
得
し
、

県
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

佐
預
の
全
国
大
会
で
は
、
二
種
目
と
も

金
メ
ダ
ル
で
、
本
県
の
金
メ
ダ
ル
十
個

中
二
個
も
痕
得
す
る
と
い
う
快
挙
を
な

し
え
た
も
の
で
す
・

小
野
さ
ん
の
好
成
紙
に
対
し
、
町
で

は
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
お
く
り
ま
し
た
。

ま
た
、
金
木
町
青
年
団
も
全
国
青
年

大
会
に
お
い
て
、
当
町
を
代
表
す
る
〃

荒
馬
″
で
芸
能
の
部
に
出
場
し
て
、
み

ご
と
「
優
秀
賞
」
を
猫
得
し
ま
し
た
。

ー

獲
得

み
ご
と
優
勝

小
ｌ
シ
大
会
の
西
北
五

中
谷
石
油
チ
ー
ム

〈
○
断
競
争
と
立
幅
飛

同
校
で
は
、
毎
年
十
一
月
に
「
技
能

の
日
」
「
技
能
尊
重
月
間
」
を
も
う
け

て
、
老
人
憩
い
の
家
や
公
民
館
・
福
祉

館
な
ど
の
補
修
を
し
て
い
ま
す
が
、

朝
野
球
青
森
県
大
会

》

一
一

こ
の
日
は
、
中
学
校
二
校
の
天
井
の
破
の
硝
子
入
れ
、
戸
車
・
レ
ー
ル
の
取
替

拙
の
修
理
、
壁
の
補
修
、
ド
ア
建
具
等
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

腕
に
職
を
／
●

昭
和
五
十
一
年
度
朝
野
球
青
森
県
大

会
に
お
い
て
、
中
谷
石
油
チ
ー
ム
が
み

ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。
Ｍ
チ
ー
ム
は
、

五
年
間
連
続
県
朝
野
球
選
手
権
大
会
に

北
郡
代
表
と
し
て
出
場
し
、
四
十
九
年

度
高
松
宮
賜
杯
（
Ｂ
級
）
第
十
八
回
全

日
本
軟
式
野
球
県
大
会
優
勝
、
五
十
一

年
度
第
三
回
津
軽
選
抜
社
会
人
野
球
大

会
優
勝
と
優
秀
な
成
絨
を
上
げ
て
い
ま

す
。
な
お
、
中
谷
石
油
チ
ー
ム
に
は
金
木

町
ス
ポ
ー
ツ
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

夏
の
間
働
い
て
、
冬
は
失
業
保
険
を

も
ら
っ
て
生
活
し
て
い
る
人
が
当
町
に

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
仕

事
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
冬
の
間
に
、

技
術
職
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、

一
月
六
日
よ
り
、
金
木
共
Ｍ
職
業
訓
練

校
に
お
い
て
、
第
五
回
腱
業
者
転
職
訓

練
校
が
開
校
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

入
校
者
は
、
溶
接
科
（
講
師
白
川
賢
さ

第
五
回
晨
業
者
転
職
訓
練

ん
）
十
二
端
・
迷
築
科
（
講
師
成
田
良
”

一
さ
ん
）
八
名
・
和
裁
科
（
講
師
三
上
吋

諒
子
さ
ん
）
十
一
名
で
す
。

入
校
者
は
も
ち
ろ
ん
失
業
保
険
が
優
州

先
的
に
受
け
ら
れ
る
う
え
に
、
受
講
手
州

当
・
特
定
職
種
受
講
手
当
・
通
校
手
当
耐

寄
宿
手
当
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

次
Ｍ
の
入
校
な
ど
知
り
た
い
こ
と
が
州

あ
り
ま
し
た
ら
、
職
業
安
定
所
。
金
木
州

共
同
職
業
訓
練
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
椚

式
」
い
・一

月
十
七
日
、
金
木
金
剛
識
芦
野
大

師
堂
浅
虫
高
野
山
支
部
よ
り
「
困
っ
て

い
る
人
の
た
め
に
使
っ
て
下
さ
い
〕
と

町
に
二
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
・

芦
野
大
師
堂
は
建
立
さ
れ
て
か
ら
三

十
九
年
た
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
問
の
推

持
・
管
理
は
町
民
よ
り
修
業
に
よ
っ
て

集
め
ら
れ
た
お
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
三
十
九
年
間
ご
協
力
下
さ

っ
た
町
内
へ
の
お
礼
と
し
て
、
五
Ｈ
間

の
寒
修
行
で
集
め
ら
れ
た
お
金
で
今
回

の
寄
附
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

三
十
九
年
間
の
お
返
し

町
に
二
万
円
を
寄
贈

芦
野
大
師
堂
高
野
山
支
部

訂 跡 も

』限

（3）
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私
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｙ
Ｅ
（
国
際
農
村
青
年

交
換
計
画
）
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
五

月
十
四
日
か
ら
約
六
カ
月
間
に
渡
っ
て

ア
メ
リ
カ
と
の
親
善
を
目
的
と
す
る
、

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

ま
し
た
。

五
月
十
四
日
夜
七
時
、
予
定
よ
り
三

十
分
ほ
ど
遅
れ
て
羽
田
空
港
か
ら
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
へ
…
…
：
。
。
初
め
て
の
海
外

研
修
に
不
安
と
期
待
の
入
り
混
じ
っ
た

複
雑
な
気
持
ち
は
隠
せ
ま
せ
ん
。
機
内

で
は
、
ジ
ュ
ー
ス
と
食
事
が
た
び
た
び

鐘’
‐｜

ｺｰｰﾚ6ｰ

〆：‐1
1
雷l－p

EUAT【
〔

ア
メ
リ
カ
研
修
に
思
う

〔
一
番
右
が
佐
野
さ
ん
〕

「
０

１
．
１

１

」

運
ば
れ
て
き
ま
し
た
が
、
価
れ
な
い
の

と
時
差
の
関
係
も
あ
っ
て
途
中
腹
を
壊

し
て
し
ま
い
、
ト
イ
レ
に
駆
け
込
む
始

末
で
し
た
。

約
十
時
間
ほ
ど
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
空

港
に
到
着
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
日
本
で

は
十
七
時
間
の
時
差
が
あ
り
、
羽
田
を

十
四
日
の
夜
に
立
つ
の
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
に
は
十
四
日
の
朝
に
若
く
と
い
う
何

か
変
な
気
持
。
税
関
で
英
語
で
質
問
さ

れ
た
時
、
〃
ア
メ
リ
カ
に
来
た
ん
だ
〃

と
い
う
実
感
が
し
ま
し
た
。
税
関
で
手

続
き
を
済
ま
せ
て
か
ら
国
内
線
で
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
ワ
シ
ン

ト
ン
州
の
シ
ア
ト
ル
へ
向
か
い
ま
し
た

空
港
に
は
、
国
際
派
米
協
会
の
石
山

さ
ん
と
マ
イ
ス
ガ
イ
ヤ
ー
さ
ん
が
迎
え

に
来
て
く
れ
た
の
で
一
安
心
．
自
由
時

間
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
五
日
間

滞
在
し
た
後
、
十
九
日
か
ら
私
は
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
（
家
庭
）
に
入
っ
て
の
生
活
が
始
ま

り
ま
し
た
。

日
本
と
家
庭
の
環
境
・
食
事
・
習
慣

が
大
分
違
う
た
め
、
価
れ
る
の
に
か
な

り
の
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
最
初
の

二
カ
月
間
は
、
英
語
を
話
せ
な
い
．
聞

き
と
れ
な
い
、
辞
典
を
片
手
に
四
苦
八

苦
。
日
本
で
習
っ
た
英
語
を
一
生
懸
命

話
し
て
い
る
の
に
、
発
音
の
違
い
で
相

【

佐

野

（
そ
の
二

一
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手
が
理
解
で
き
な
い
の
が
時
々
あ
り
、

六
年
間
習
っ
た
英
語
が
こ
れ
だ
け
に
す

ぎ
な
い
の
か
と
内
心
〃
が
っ
か
り
″
・

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
野
菜
・
果

樹
・
畜
産
・
水
稲
と
あ
ら
ゆ
る
要
素
を

伽
え
て
い
て
生
き
た
勉
強
の
場
所
だ
と

思
い
ま
す
。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
い
る
時
、
日
本
人
の
二

世
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
、
初
め
て

水
田
を
見
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
米
を

作
っ
て
い
る
所
は
少
な
く
て
五
十
州
中

三
州
だ
そ
う
で
す
。
見
渡
す
限
り
の
水

田
、
大
型
機
械
・
飛
行
機
に
よ
る
薬
剤

散
布
な
ど
、
日
本
で
想
像
で
き
な
い
こ

と
ば
か
り
で
す
。
耕
作
面
積
の
多
い
人

で
は
、
二
千
五
百
エ
ー
カ
ー
（
一
千
鯵

ロ
ロ
■
且
■
■
■
９
９
Ｊ
■
▽
■
。
“

庭
科
の
み
な
さ
ん
が
創
作
し
た
も
の

善
普
及
会
主
催
第
十
回
高
校
生
に

－ｕ
か
わ
り
も
ち

①
干
し
も
ち
を
割
っ
て
水
に
つ
け

て
お
く
。
（
約
巧
分
間
）

②
水
の
中
で
細
か
く
砕
き
、
５
分

ほ
ど
水
に
つ
け
て
か
ら
水
を
切

る
。

③
な
・
へ
に
マ
ー
ガ
リ
ン
を
溶
か
し

砕
い
た
も
ち
を
入
れ
、
手
早
く

か
き
混
ぜ
る
。

、
ｌ
り
！
甘
晶
０
２
冊
０
邪
０
”
１
な
１
１
閲
０
叩
０
恥
甘
肋

「
マ
ー
ガ
リ
ン
に
親
し
む
運
動
」

研
究
の
一
つ
と
し
て
金
木
高
校
家

す
。

こ
の
料
理
は
、
社
団
法
人
栄
養
改

■
Ⅱ
Ｂ
■
日
ロ
■
Ⅱ
■
■
■
ｒ
ｆ
Ｇ
Ｂ
Ｂ
Ｆ
写
巳
且
■
■
ｒ
Ｇ
ｐ
ｈ
■
ｒ
凸
ｂ
ｈ
■
ｒ
Ｕ
０
■
■
■
■
■
□
且
■
■
■
●
●
■
■
Ｆ
、
●
凸
■
■
■
■
、
■
■
■
甲
。
●
且
■
■
■
唄
凸
凸
■
■
乃
口
凸
■
■
ご
Ｑ
ｇ
■
■
■
砧
■
Ｂ
■
ｒ
叩
凸

よ

④
も
ち
状
に
な
っ
た
ら
、
き
な
粉

（
塩
と
さ
と
う
入
り
）
に
と

る
。

⑤
一
口
分
に
ち
ぎ
り
、
き
な
粉
を

ま
ぶ
す
。

※
好
み
に
よ
り
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
レ

ー
ズ
ン
等
を
入
れ
る
と
、
い
っ
そ
う

お
い
し
く
な
り
ま
す
。

）
位
の
水
田
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
・

二
世
の
人
が
私
に
質
問
を
し
ま
し
た

「
Ｈ
本
で
は
、
三
～
四
海
の
耕
地
面
欄

で
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
を
導
入

し
て
生
活
が
成
り
立
っ
て
行
く
の
で
す

か
」
と
。
私
が
十
分
や
っ
て
い
け
る
と

答
え
る
と
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
て
い

ま
し
た
。

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
六
～
八
月

は
と
て
も
暑
く
、
日
中
に
は
し
ば
し
ば

四
十
度
を
超
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

雨
が
と
て
も
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
の
で
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
水

を
か
け
な
い
と
野
菜
等
の
生
育
が
ダ
メ

に
な
っ
て
し
ま
つ
そ
う
で
す
。

ｰ

国
民
年
金相
談
所
開
設

国
民
年
金
に
関
す
る
ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
い
た
し
ま
す
の
で
、
左
記
に
よ

り
お
い
で
く
だ
さ
い
。

場日

所時

記

十
一
月
十
七
日
か
ら
一
人
暮
し
の
老

人
な
ど
の
か
た
が
髄
話
を
申
込
み
に
な

る
場
合
は
、
通
信
通
話
債
券
が
免
除
に

な
る
ほ
か
、
設
備
料
（
八
万
円
）
が
分

割
払
い
（
十
二
ヶ
月
）
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
か
た
や
、
心
身
障
害
者
、
六
十
五
才

以
上
で
一
人
ぐ
ら
し
の
人
、
母
子
家
庭

で
二
十
才
未
満
の
人
を
扶
養
し
て
い
る

か
た
等
で
す
。

く
わ
し
く
は
金
木
晒
報
廼
話
局
（
三

’
二
○
○
○
番
）
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い

郷
土
史予
約
者
へ
お
願
い
／
・

金
木
郷
土
史
が
配
布
さ
れ
て
か
ら
二

十
日
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
百
Ｊ

人
ほ
ど
の
人
が
受
け
取
り
に
き
て
い
ま

せ
ん
。
事
務
の
整
理
が
つ
き
ま
せ
ん
の

で
係
り
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

な
お
、
予
約
し
て
い
な
い
方
で
も
ご

希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
い
く
ら
か

在
庫
が
あ
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お
い
で

下
さ
い
。

｜
人
暮
し

老
人
電
話
に
つ
い
て

二
月
三
日
（
木
）

十
時
～
十
四
時

役
場
三
階
大
会
議
室

和ﾛﾛﾛﾛ唖 1.1 T■寺I■
』Ⅱ
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十
二
月
一
日
か
ら
戸
籍
騰
本
の
交
付

諦
求
の
し
か
た
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

金
木
町
発
腰
の
た
め
に
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
築
し
て

い
ま
す
。

◎
テ
ー
マ
（
ど
れ
か
一
ｓ

ａ
金
木
町
の
商
工
業
発
腱
に
つ

い
て

ｂ
金
木
町
の
艘
業
発
腱
に
つ
い

て

◎
応
募
方
法
・
〆
切
り

役
場
一
階
に
あ
る
「
私
の
提
案

鋪
」
へ
お
入
れ
下
さ
い
。
川
紙

焚
さ
は
自
由
で
す
。

〆
切
り
日
は
三
月
末
日
で
す
。

※
採
用
文
に
は
批
倣
を
さ
し
上
げ

ま
す
。

〃
お
忘
れ
な
く
〃

土
心

美
娼と

｛

森

平
い
誰
稚

。
。
。高の。 戸

籍
謄
本
の
請
求
に
は

〃
使
用
目
的
″
を
明
ら
か
に

〈
意
見
募
集
中
〉

改
正
の
理
由
は
、
戸
籍
を
不
当
に
利
用

し
て
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
宵

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

他
人
の
戸
箱
や
除
籍
の
騰
本
を
諦
求

す
る
と
き
は
、
「
諦
求
の
事
由
」
つ
ま

り
何
の
目
的
に
使
用
す
る
か
を
具
体
的

に
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し

細
求
が
不
当
な
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
戸
籍
の
閲
覧

は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
郵
便
で
諸
求
す
る
場
合
の
手

数
料
は
、
必
ず
現
金
杵
留
か
郵
便
局
の

定
額
小
為
特
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
注
意

本
人
と
い
つ
わ
っ
た
り
、
う
そ
の
聯

由
を
示
し
て
、
戸
籍
の
騰
本
の
交
付
を

受
け
た
と
き
は
、
過
料
に
処
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

侭

ノ

（
叩
月
届
出
分
）

工
藤
治
美
（
武
明
艮
男
）
金
木

秋
元
簡
治
（
治
２
男
）
金
木

秋
元
秀
雄
（
和
雄
艮
男
）
金
木

工
藤
誠
史
（
金
蔵
２
男
）
藤
枝

斎
藤
忍
（
鉄
矢
長
男
）
嘉
瀬

三
上
大
和
（
誠
三
２
男
）
神
原

沢
田
愛
（
活
長
女
）
嘉
瀬

外
崎
時
子
（
幸
一
２
女
）
喜
良
市

夏
坂
由
美
子
（
繁
孝
長
女
）
金
木

浅
利
雅
美
（
定
治
２
女
）
川
倉

竹
内
大
（
良
児
長
男
）
金
木

平
井
円
佳
（
誠
長
女
）
嘉
瀬

岡
田
鏡
子
（
由
紀
夫
長
女
）
喜
良
市

鳴
海
勝
彦
（
孝
３
男
）
嘉
瀬

ご
艇
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

薑簔篝篝暑

（
哩
月
届
出
分
）

勝
浦
千
容
（
浩
二
長
女
）
喜
良
市

今
貴
幸
（
正
志
長
男
）
喜
良
市

山
中
良
也
（
満
政
長
男
）
嘉
瀬

斎
藤
慶
一
（
昌
男
長
男
）
嘉
瀬

近
村
大
（
俊
正
長
男
）
金
木

成
田
ミ
ヨ
子
（
純
夫
長
女
）
金
木

古
川
竹
志
（
房
夫
長
男
）
喜
良
市

今
直
樹
（
義
弘
長
男
）
喜
良
市

内
海
嗣
大
（
英
一
２
男
）
金
木

今
武
史

浅
瀬
石
太
郎

秋
村
沙
織

今
伐
史

古
川
智
勝

（
ｎ
月
届
出
分
）

奈
良
桐
人
（
聖
一
長
男
）
金
木

太
田
葉
子
（
幸
男
長
女
）
金
木

村
岡
暢
樹
（
康
博
２
男
）
金
木

福
長
正
貴
（
正
春
長
男
）
金
木

秋
谷
直
人
（
直
次
長
男
）
金
木

成
田
泰
子
（
勤
長
女
）
金
木

津
島
亜
加
里
（
照
男
長
女
）
金
木

松
川
久
美
子
（
光
則
踵
女
）
嘉
瀬

白
川
商
人
（
源
三
郎
及
男
）
蒔
田

川
村
真
史
（
克
雄
長
男
）
金
木

成
田
稔
（
進
長
男
）
川
倉

脇
神
忍
（
功
作
長
男
）
喜
良
市

加
藤
義
浩
（
正
昭
長
男
）
喜
良
市

鳴
海
智
子
（
助
雄
長
女
）
喜
良
市

中
谷
有
木
子
（
光
雄
２
女
）
金
木

長
谷
川
比
出
紀
（
広
明
長
男
）
金
木

白
川
智
子
（
喜
代
美
長
女
）
金
木

田
中
友
希
（
昇
長
女
）
金
木

木
下
一
輝
（
真
一
長
男
）
嘉
瀬

角
田
潤
一
（
瑞
明
長
男
）
金
木

桑
田
は
る
み
（
茂
２
女
）
喜
良
市

一～

（
正
美

（
清
蔵

（
博
（
忠
雄

（
勝
治

２
男
）
喜
良
市

２
男
）
金
木

長
女
）
嘉
瀬

２
男
）
喜
良
市

長
男
）
喜
良
市

中
村
浩
二
（
勝
義

工
藤
峰
契
（
渡

飯
塚
豊
（
清
光

野
呂
芙
美
子
（
欣
司

棟
方
学
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